
地域景観を俯瞰するツール
としてのGIS・デジタルアース

渡部展也
（国際GISセンター・中部大学）

「水と流域」フォーラム活動発表セッション
2023年2月23日 愛・地球博記念公園



GIS・デジタルアースについて

地域・多様性
ニュース、SNS、ビッグデータ

社会系地球の課題を仮想空間で
「見える化」。
データの共有、証拠に基づく
合意形成を支援。

その基盤、構想がデジタルアース。GISはデジタル地図情報を活用
するためのソフトウェア、システム。GISをベースにデジタルアースが構築される。



デジタルアースの実現には、
異なるスケールの多様なデータ、
様々なプレーヤーが必要。

実情の理解には世界規模以外に、地域のデータが必要

地域の情報を作成し、融合することで全球の情報を構成する。
「グローカル」は前提的

Bird Migration Explorer
https://explorer.audubon.org/

「研究者」による渡り鳥ルート

「高校生」による地域のデータへ？



いわゆる「地図」 地形が加わり、少し流域の特徴が見える



夜の衛星画像(人間活動の濃淡) 夜の衛星画像と鉄道網（人間活動のつながり）



夜の衛星画像と縄文時代遺跡(愛知県)分布 夜の衛星画像と古墳時代遺跡(愛知県)分布

居住地の変化



春日井市の各種データに「独自データ」を重ね合わせ
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空間情報を共有・相互運用



探索的
主題図等

多スケール
多分野データ

地図を介して
多分野を様々なスケールで統合して可視化

探索的な観察を通して、要素間の関係性に気づく！
ひいては、コミュニケーション、合意形成の
プラットフォームとして
各分野間や関係者間の連携の促進へ

地図の共有から
コミュニケーション
プラットファームへ



ご清聴ありがとうございます
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